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              ２年生 生活科研究授業 
１月２６日（金）に，２年生の生活科研究授業をしました。単元名は「あしたへジャンプ」で，自分自身の

成長を振り返り，できるようになったことや自分を支えてくれた人たちへの感謝の気持ちをもつようにする学

習です。 

この日の学習では，「勉強」「体」「心」の成長について，保護者や先生か

らのメッセージカードを読み，自分が成長したと思うことを話し合いまし

た。メッセージカードを読んだり，友達と意見交流をしたりしていくこと

によって，今までの自分と比べて，できるようになったことが増えたこと

に気づく子どもが多くいて，クラス全体でも中学年への意識が高まってい

ることが感じられました。また，先生の指示がとてもよく通り，学習に集

中して取り組むことができており，普段の授業の積み重ねの成果が表れて

いることも感じられました。 

 

なかよし班遊びをしました 

 

２月７日（水）の５校時に，なかよし班遊びをしました。違う学年の人と交流を深め，みんながより深く仲

良くなることを目的にしています。もうすぐ卒業する６年生と一緒に活動できるチャンスにもなりました。 

     

この日は，天候が悪かったので，すべての班が屋内で活動しました。いすとりゲームやフリスビー，ハンカ

チ落としやフルーツバスケットなど，１～６年生が楽しく活動することができました。 

 

１年生 むかしあそびの会 

 

２月８日（木）に，１年生は，地域の方を１０人お招きし

て，「むかしのあそび」を教えてもらいました。 

「こま」「ぺったん」「けん玉」「あやとり」「おはじき」「お手

玉」のあそびについて，「名人」のおじいさん・おばあさんに

やり方を教えてもらいながら楽しく遊ぶことができ，すぐに上

手にできるようになる子どももいました。 

 地域の方との貴重な交流の時間となり，子どもたちも、おじ

いさん・おばあさんも、どちらもにとっても楽しい時間になり

ました。 

 

   

夢と希望にあふれる学校 
 ○進んで学ぶ子 

 ○やさしい子 

 ○元気な子 

ふるさとを愛する子 

やさしい子 

進んで学ぶ子 



   
 

 

                             三分市小学校 編 
今号では，「三分市小学校」の歴史についてお伝えします。   ※出典「出東小学校開校百周年記念誌」 

★三分市小学校 
①開校まで 

 豪農・勝部本右衛門氏設立の郷校「盡誠軒」が坂田 勝部宅の川をはさんで南側にあった。寺子屋とは異なり，農

民教育や将来の村を背負って立つ青年教育的存在で，様々な学問を教授する学校であった。 

②開校から統合まで 

  明治６年５月９日  第２３中学区１３２番三分市小学校として開校 

            ・坂田，三分市，黒目の３村で維持 

            ・盡誠軒教師だった黒田龍二氏が首席訓導として指導 

            ・盡誠軒の建物を小学校とする 

    明治２０年６月   第５番学区三分市尋常小学校となる 

    明治２２年４月   出東村が発足，第６番学区出東尋常小学校となる 

    明治２３年４月   尋常科４年が義務制になる 

    明治２５年９月   出東村三分市尋常小学校となる 

    明治２６年10月   三分市中の地に校地を造成，校舎を建設 

  水害により校舎が半壊 坂田徳林寺を仮校舎とする 

    明治２７年12月   二階建て校舎を建設 校地も拡張 

    明治３８年７月   補習科開設 

    明治４０年３月   高等科併設 

    明治４１年４月   義務教育６年化により教室が不足 校地拡張工事 

    明治４３年６月   校舎増築完成 

    大正 ４年４月   実業補修学校付設 

    大正 ５年１月    御真影奉蔵庫建設 

    大正 ６年10月   両陛下の御真影を奉戴 

大正１３年3月    三分市・沖洲両校を合併，出東村尋常小学校となる。（児童数：約６５０人）。 

 

 

● 

三分市小学校校舎跡地 

     （三分市欠戸） 

三分市小学校開校の地 

（勝部本右衛門氏設立「盡誠軒」跡地） 

 

● 

（日下部鳴鶴 書  植田元吉郎氏 寄贈） 

「論語」学而篇 

「学びて時に之を習う  

また説（よろこ）ばしからずや」による 


